
2015 年度事業報告 

保全団体サポート事業 

 会としての予算がなく人手も不足している中で、効率的に活動し成果を上げるべく努力しました。 

【調査活動とデータベースの構築】 

 前年に続き情報の整理を行いました。 

【情報発信】 

 年４回の会報誌、Ｗeb、ブログ、facebook や twitter などを利用して、情報発信に努めました。 

【相互交流の場の創出】 

 2015年10月に佐賀県玄海町で行われた全国棚田サミットで、３度目となる「棚田保存会意見交

換会」のコーディネート役を務めました。また、12月に行われたエコプロダクツ展では「日本の棚

田共同展示コーナー」として、全国棚田(千枚田)連絡協議会、

棚田ネットワーク、12地域の保存会など計14団体が参加して、

東京(首都圏)において強力なアピール活動を行いました。特設

ステージでは対談や現代バレエのミニ公演などもあり、棚田の

果たす役割などを多彩に表現し、多くの来場者の注目を浴び、

主催者からも大きな評価を得ました。 

 
 

都市住民向けの普及啓発事業 

 現地活動、イベント、棚田オーナー制度紹介サイト充実、旧暦棚田ごよみ販売など、様々な活動に

取り組みました。 

【川代プロジェクト】 

 棚田や農業・農村に関心のある都市住民が気軽に体験できる場を、これまでの茂木から新たに

千葉県鴨川市の川代集落の柿木代棚田に設定し、地元集落の協力を得ながら米作り体験と農村交

流を行いました。５月９日の田植えツアー参加者は 37 名、８月 30 日の稲刈り体験ツアー参加者

は 27 名で、これまでの参加者の減少傾向から少し改善の兆しを見ることができました。また、

収穫した棚田米 180kg も完売し、収支の改善を図ることができました。 

【恵那地区・棚田ビオトーププロジェクト】 

棚田ビオトープにおける田植え、こどもビオトープ観察会、稲刈り、棚田ビオトープを含めた坂折

棚田全域のヤマアカガエルの卵塊調査「かえるの卵を探そう！」を実施しました。また棚田保全団体

であるNPO法人恵那市坂折棚田保存会との関係強化に努めました。 

【石部プロジェクト】 

 「昔ながらの米づくりプロジェクト」は４年目となりました。今年は、６回のイベントでの作業のほか

田起こし、代かき、脱穀・精米までスタッフの手で行いました。参

加者の増減はあまりなく、収穫量は前年並みの125kg程度でした。

スタッフカーの利用距離をおさえたため、予算に対し大幅な経費

削減ができました。 

【佐渡プログラム】 

 佐渡ツアーは、運営側の事情で今年度は実施できませんでしたが、

現地に赴いて地元との情報交換を行いました。 



【棚田百貨堂（オーナー制度紹介サイト）】 

各地域情報の密度向上を掲げましたが、予算と人材不足のために内部での方針が定まらず、達

成できませんでした。資金獲得のため助成金申請を行いましたが、残念ながら落選しました。 

ＨＰ自体の知名度はグーグル検索でも一番上に出てくるようになり、知名度は上がってきています。 

【入門・活動紹介イベントなど】 

・エコッツェリアで会の活動紹介イベントを４月に、また地球環境パートナーシッププラザでの旧暦イベ

ントを２月(旧暦新年)に実施しました。棚田への関心は依然として高いと思われます。世間的に「棚田

・里山」などといったワードが、今まで全く響かなかった層にも少しずつ浸透してきている実感があり

ます。都市の人がもっと気軽に参加できる場作りが必要と感じます。 

・新宿区の子供環境学習イベント「まちの先生見本市」への出展は

４年目となりました。会場は鶴巻小学校。体験型に重きを置いた

棚田のブースでは、写真展示、紙芝居、脱穀・籾摺り作業などを

通じ、子供たちと一緒に米作りの大切さを学びました。 

【旧暦プロジェクト】 

「旧暦棚田ごよみ」は、壁掛けタイプに加え卓上タイプを新発売し

ました。販売数は昨年を超えましたが、壁掛けタイプの再発注で経費が余分にかかり、利益幅が縮小

したのは反省材料です。有隣堂に加え紀伊国屋書店の取り扱いも始まり、毎日新聞の一面にも取り上

げられるなど、着実に知名度が上がってきました。 

 
 

企業・団体向けの普及啓発事業 

 会に寄せられた企業等からの相談への対応や、法人会員のＣＳＲ活動のフォローなど、限られた人

員の中で精一杯の活動を継続しました。 

【ＣＳＲ活動サポート事業】 

 法人会員である新生フィナンシャル㈱より相談を受け、ボランティア活動のフィールドとして新た

に２つの地域を紹介しました。また㈱良品計画にも同様の紹介をしました。 

【棚田保全米事業】 

成川米穀さん(川崎市)の棚田米百選（ネット販売）を応援し、シールの活用をお願いしています。また、

川代体験田のお米を、田植え参加者と会員向けに販売しました。 

 
 

組織運営について 

 会員の減少傾向を食い止めるには至っていません。2016 年４月１日現在の会員数：292名(前年同期

309 名)。2015 年度は新規加入者 23 名、退会者(会費未納による除籍含)40 名でした。なお、認定ＮＰ

Ｏ法人資格の取得に向け、３月22日に東京都に申請書を提出しました。 

【広報・Ｗeb】 

 Ｗeb のリニューアルを行い、今までの棚田保全のポータル 

サイト的仕様から、棚田ネットワークの活動案内サイトへと 

移行しました。ＰＣ、スマートフォンなど様々な端末から閲 

覧できるシステムになりました。「棚田保全団体一覧」「Ｃ 

ＳＲ実績一覧」などのページを増設しました。 


